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* * 巻頭言 *本
産学連携の主体である工技研の役割
RIIT as a responsible institute of joint industry-university projects 
産学連携に関し、平成28年4月12日に安倍総理大臣が
未来投資に向けた官民対話で「産学連携の体制を強化し、
企業から大学・研究開発法人への投資を今後10年間で3
倍に増やすことを目指します。」と発言された。これを
受けて、文部科学省も、『企業から大学・研究開発法人
への投資を今後10年間で3倍とするために、特定国立研
究開発法人や指定国立大学を中心として、産学官の関係
者が糾合し、戦略策定から研究開発等の推進までを行う
「共創の場」を構築。これにより、我が国におけるオー
プンイノベーションを加速し、科学技術イノベーション
創出力の抜本的な強化を図る。』との指針を発表してい
る(平成28年5月30日、第14回科学技術・学術審議会産
業連携・地域支援部会、資料2-1:今後の産学官連携推
進施策の方向性について)。
『企業から大学への投資』の中身について『特定国立
研究開発法人や指定国立大学を中心として』と明記され
ている点、そもそも企業の財布をあてにした指針のため
本当に実現されるのか分からない、構築される「共創の
場」とは具体的に何か、等々の疑問点はあるものの、本
指針が今後の潮流となることは間違いないと考えられ
る。したがって、大学としてはこの動きに対応しなけれ
ばならない。特に工業技術研究所(以下、工技研と表記)
は、企業からの資金を受け入れる窓口の機能も担ってい
る以上、矢面に立つことになる。
計算上は前年比で112%の外部資金獲得を10年間継続
して達成すれば ~10年間で3倍』を実現できる。工技研
は今まで毎年新規に 1 ，000~1 ，500万円の共同研究費・受
託研究費を獲得している。これは関係各位の不断の努力
の結果としてこれだけの外部資金を獲得しているため、
維持だけでなく毎年I割強の増額を続けるのはたやすい
ことではないと考える。元々 工技研全体としてこの額で
工業技術研究所所長(生命科学科教授) 川口英夫
十分であるという学内評価にはなっていないが、これが
現実であることも否めない。
一般論として、企業の投資は、今後成長が見込める分
野で活発に行われる。では、ここ10年間の成長分野は何
であろうか。個人的には、今後ますます必要となるであ
ろう『インフラの維持のための点検・補修技術』、労働
生産性を向上させるための技術、特に人手に頼っている
『サービス業分野での自動化技術』等が容易に思いつく。
因みに 『日本人は良く働くので労働生産性が高し、』と思
われている方も多いと推測するが、2014年の日本の労働
生産性(就業者l人当たり名目付加価値)はOECD加盟
34カ国中第21位、 主要先進7カ国で最も低い水準となっ
ている。労働生産性の向上は喫緊の課題なのである。
企業投資を呼び込むためには、企業が観て魅力のある
技術や分析・解析能力が必要である。そこで工技研は、
研究開発の推進と共に、企業認知度を上げるために関係
部署と密な連携体制を組んで動いている。具体的には、
各種団体の役員・委員就任や活動支援、多くのイベント
への出展協力、産官学連携コーディネータによる企業訪
問の協力等々である。さらに、 工技研所長は役職と して
産官学連携推進センターのセンタ一員を兼ねる上、私は
たまたま知的財産委員会の委員であるため、東洋大学の
全学の産官学連携の動きに合わせてでき得るだけ機動
的に動く様に努めている。
工技研の活動は、川越市や埼玉県を中心として実績を
あげてきた。しかしながら、板倉・朝霞・白山キャンパ
スの産官学連携に関するポテンシャルも活用するため、
その活動を全学に広げ、日本全国を対象としなければな
らない時期にあると考えている。この観点から、昨今の
国の動きは実は歓迎すべきこと ・活用すべきこと思う。
関係各位の益々のご協力をお願し、する次第である。
??
ホ**祝賀** * 
The Fourth International Conference on 
Intelligent Systems and Applications (lNTELLI 2015)での表彰を受けて
Receiving a Best Paper Award from 
The Fourth International Conference on Intelligent Systems and Applications (INTELLI2015) 
理工学部機械工学科横田祥
平成 27 年 10 月 11 日 ~16 日， イ タ リア・ マルタ島で そして，時間遅延を調整し， 3種類の動作(遅れ， 一致，
開催された TheFourth Intemational Conference on 進み)をアバターに実装し，それぞれの動きの印象を統
Inteligent Systems and Applicationsにて， IEvaluation of 計的に分析しました.遅れ動作では，人は違和感を覚え
Visual Impression of Delayed Movement of Avatar while る傾向があり，一致動作では， I自然なJI自分らしし、」
ExercisingJと題した発表について，Best Paper Awardを 「親しみやすしリとしづ印象，進み動作では 「硬しリ「激
拝受しました.会議では，産業技術大学院大学(東京都 しいj とともに、 「興味深いJ I想定内のJ I感じのよ
品川区)の田中多恵子氏が発表し，田中氏，同大学の橋 しリという印象をユーザに与えることがわかりました.
本洋志教授と筆者で共同受賞しました. この実験によって，模倣動作の時間遅延によ り人は異
この発表は，エクササイズやスポーツなどのフォーム なる印象を抱く ことが新たに分かりました.したがって，
を確認するコンビュータアプリケーションを想定して， 意図的にアバターの時間遅延を変化させることで，人の
アバターの模倣動作における遅延度合いに対する印象 印象を変化させることも可能と言えます.運動インタラ
を評価しました.アバターは，ヒューマンモーションキ クションにおいて，人の印象が変化することは，そのイ
ヤプチャから抽出したスケノレトンモデ、ルに人型 CGが当 ンタラクションに対する人の興味を維持することにつ
てはめられ，実時間でスク リー ン等によってユーザに提 ながると考えます.
示されることができます.ユーザは，アバターを見るこ 今後は， この仕組みを見出すことに取り組みたいと考
とで，動きながら自分自身の動きを実時間で評価するこ えています.この仕組みが見出されれば，家庭用ゲーム
とが可能です.しかし，アバターの実時間表示において 機やサービスロボット等にこれを実装し，家庭での運動
は，ユーザの動きからの情報抽出や，人型 CGへ当ては の習慣化が期待できます.特に，アクティブシニア世代
める情報処理の過程で時間遅延が生じ，アバターの動き の健康を維持増進につながり大きな社会貢献を果たせ
は必ず遅延します.人と人工物との言語によるイ ンタラ ると考えます.最後に，この研究の一部は，科研費(課
クションの分野では，時間遅延が人の心理に影響を与え 題番号26730l39)によるものでここに謝意を示します.
ることが多数の研究で報告されています.と ころが，人
と人工物との動きのインタラクションにおける時間遅
延に対する印象評価を行った研究は，管見では，ほとん
どありません.そこで，本発表は，アバターの動きに対
する視覚印象の心理評価について考察しました.実験は，
川越キャンパスの実験室にて実施しま した.この実験の
ために，ユーザが腕を上下に動かし，スク リー ン上のア
バターが，その動きを模倣するシステムを設計しました.
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Best Paper Awardの賞状
? ?
**ホ祝賀** * 
日本ハイパーサーミア学会からの表彰を受けて
Receiving a best paper award from the Japan Society for Thermal Medicine (JSTM) 
平成 27年 9月4日(金)、大阪で開催された平成 27
年度第 32回日本ハイパーサーミア学会学術大会にて
「平成27年度日本ハイパーサーミア学会優秀論文賞J
を拝受しました。受賞論文題目は IHeatingProperties of 
Resonant Cavity Applicator for Treatment of Osteoarthritis 
-Temperature Distribution Calculated by 3-D FEM-Jです。
本研究は、変形性関節症(OA)のための深部温熱リハ
ビリテーションを目的として開発した、小型空胴共振器
アプリケータに関する研究です。これまで筆者らは、電
磁気学の分野で知られている、リエントラント型空胴共
振器を応用したアプリケータの開発に着手し、アプリケ
ータ内部に挿入した被加温体の深部のみを局所的に加
温する技術の確立に取り組んでおります。癌温熱治療
(ノ¥イノミーサーミア)分野や温熱リハビリテーション分
野などの医用分野への応用が期待されている研究です。
現在、変形性膝関節症の有病者数は約800万人とさ
れ、潜在的な患者を含めると約 2500万人程度とのコフ
オート研究があり、これからの高齢化社会において重要
な研究課題のーっといえます。特に、変形性膝関節症が
進行してしまった場合、歩行も困難となり、日常生活に
与える影響は甚大であり、人工関節への置換手術などの
外科的な施術が必要となってしまいます。
そこで臨床では、病変の進行を抑えることを目的とし
て、運動器疾患に対する温熱療法が物理療法として広く
用いられています。特に、変形性関節症などの関節疾患
では、ホットパック、パラフィン浴、マイクロ波治療装
置、極超短波治療装置などの温熱療法が運動療法ととも
に用いられています。しかしながら、これらの温熱療法
には一長一短があり、効果的であるとされる関節深部に
存在する関節腔内まで加湿する方法が確立されていな
いのが現状です。そこで、これらの問題点を解決するた
理工学部機械工学科新藤康弘
めに、筆者らの研究では新たに変形性膝関節症のための
空胴共振器加温システムを提案し、その加温特性につい
てコンビュータシミュレーションによる数値的検討と
加温実験による実験的検討の両面から検討を行ってお
ります。
受賞論文は、有限要素法を用いたコンビュータシミュ
レーションによる数値的検討について述べたものです。
医用画像から再構築した 3次元解剖学的膝モデ、ルを用
いて，臨床で使用されている種々の加温システムを使用
した際の、人体脚部内の温度分布解析を実施し、本加温
方式を用いた際の結果との比較検討を行いました。解析
結果の比較検討から，本論文で提案している，変形性膝
関節症の温熱治療における空胴共振器加温システムの
深部集中加温を確認し、本システムの有用性を明らかに
しました。現在では、試作加温システムによるファント
ム実験においても成功しております。
さらに本研究は、医療機関との共同研究を進めており、
今後、臨床試験を実施してし、く予定です。本研究が、整
形外科分野やスポーツ・リハビリテーション分野のさら
なる発展へ、貢献できると確信しております。
図右から、筆者、大西武雄前会長
? ?
***祝賀*ホ*
電子情報通信学会通信ソサイエティ優秀論文賞受賞に際して
Receiving a best paper award from the IEICE Communication society 
平成28年 5月 15日に電子情報通信学会通信ソサイ
エティの優秀論文賞を 7名の著者ととともに受賞しま
した。論文タイトルは「地上衛星共用携帯電話システ
ム用DBF/チャネライザの開発Jであり、 筆頭著者は
情報通信研究機構の三浦周氏、共著者は問機構の織笠
光明氏、社宏之氏、日本電気(株)の小石洋一氏、
NEC東芝スペースシステム(株)の小林直樹氏、 熊谷
健夫氏、松崎敬臣氏でした。
この論文は、情報通信研究機構で5年間にわたり行
われてきた「地上/衛星共用携帯電話システム」プロジ
ェクトの成果の一環であり、 本記事の著者はこのプロ
ジェクトの責任者を務めていま した。
タイ トルからはあまり判然としませんが、この論文
は衛星通信技術に関するものです。近年の衛星通信に
おいては、衛星内機器の高性能化や、パスの大電力化
による衛星自体の使用可能電力の飛躍的な増大、さら
に長寿命化と して例えば 15年間使用可能な通信衛星が
打ち上げられてきています。
通信衛星において、通信の中継を行う中継器も、従
来のアナログ中継器からデ、ジタル中継器に急速に切り
替わってきています。つまり 、ム}アの法則に代表さ
れる半導体の高集積化・ 省電力化技術が、通信衛星と
いうある意味レガシーな技術の塊によって万全の信頼
性・冗長性が求められる機器においても、有利さが認
められてきたということです。
従来の通信衛星の内部にある通信中継器は、衛星上
で受信した信号を周波数変換して地上に再送信する機
能がありました。これに、デ、ジタル技術を適用する
と、受信した信号を AD(アナログーデ、ジタノレ)変換
によって全てデジタルデータと し、 デジタルフィノレタ
の塊であるチャネライザを通してから、 DA(デジタル
4 
理工学部 電気電子情報工学科 藤野義之
ーアナログ)変換によってアナログ信号に直して地上
へ送信することになります。このことで、 衛星上で使
用する周波数の帯域や周波数配列を自由に変更するこ
とが可能となるほか、 l地点対多地点の同報通信が非
常に容易に実現でき、 15年の寿命の聞に想定される地
上システムの変調方式の変更に左右されない、フレキ
シビリティの高い衛星を作ることができるよ うになり
ます。
その上、 DBFとよばれるディジタルビーム形成装置
を上記チャネライザと一体として構成し、 容易に実装
することができます。このことで、衛星上で移相器を
使ってアナログ技術よるビーム形成をする必要がなく
なり、全てデ、ジタルで、処理がで、きるようにすること
で、例えば 100個のビームの同時形成など、ビーム数
の飛躍的な増大が可能となりま した。
従来、このような高性能化は衛星の電力消費が非常
に大きく なるため不可能と言われてきましたが、本論
文では、最新の衛星用デジタルデバイスを使って実現
が可能であること示し、 衛星通信におけるデジタル化
の先鞭を付けることとなりま した。
政府においては、宇宙基本計画にこの技術を引き継
いだ技術試験衛星について、研究を進めることとして
おり、今後の開発実証等が望まれるところです。
授与された賞状および賞牌
***祝賀** * 
工藤和美教授のJIA日本建築大賞を祝して
Celebrating for Prof. Kazumi Kudo， JIA Grand Prix 
建築学科の工藤和美教授は、 2014年度日本建築家協
会 (JIA)日本建築大賞を受賞されました。受賞対象は
「山鹿市立山鹿小学校」です。工藤教授は「金沢海みら
い図書館」でTheInternational Award for 2012を受
賞し、この欄で紹介がありましたが、今回受賞された日
本建築家協会 (JIA)の日本建築大賞は、 1年間で際立
った成果をあげた 1作品を表彰する、建築設計に対す
る圏内の賞として最も権威あるものの一つです。工藤教
授は、 1997年に若くして、建築界で著名な日本建築学
会賞を「千葉市立打瀬小学校」で受賞しています。これ
らの受賞が示すように、工藤教授は学校建築の設計にお
いて高い評価を受けている建築家です。
建築設計で、学校建築、なかでも公立小学校の設計に
優れていることは特別な意味をもちます。目立つ公共建
築や超高層ビルと比較して意外かもしれませんが、学校
建築は子どもが学び成長する場です。教育への配慮、安
心、安全は当然で、元気よく使うため高い耐久性も求め
られます。地域の人々がさまざまに使い、災害時には避
難所にもなります。税金で数多くつくる建築ですからコ
ストにも制約があり、お金の使い方に説明が求められE
当性が問われます。学校建築の設計には、高い総合的判
断が求められるのです。一方で、このような設計対象に
真撃に向き合うことなく、「流して」つくられる場合が
あるのも事実です。学校建築の設計で常に高い評価を受
け続けることは、並大抵のことではありません。
「山鹿市立山鹿小学校jのある熊本県北部の山鹿市は、
熊本から小倉に至る豊前街道の宿場町で、歴史的景観が
つづき、明治に建てられた芝居小屋の八千代座が残りま
す。少子化に伴い、山鹿市中心の山鹿小学校と、山間部
の川|辺小学校を統廃合し、山鹿小学校の敷地に建て替え
ることになりました。設計者として、工藤教授が代表を
理工学部建築学科 目色真帆
つとめるシーラカンス K&Hがプロポーザルコンペで
選ばれました。山鹿ノト学校のグラウンドは、お盆の晩に
行われる千人の女性たちによる山鹿灯寵祭りの会場と
して知られています。新しい校舎には、踊り手の待機場
を確保することも求められました。
校舎群の中央には、街路をそのまま延長するようにプ
ロムナードが延びて、敷地東のグラウンドに続きます。
プロムナードにそって、町並みを連想する屋根の校舎が
分節されながら建ち並びます。この屋根の架構は木造で、
「玉すだれJのような独特な形状をしています。木材は、
地産地消を配慮して地元で一般に流通する材を用いて
います。校舎と校舎の聞にはのびやかなオープンスペー
スが確保され、校舎内外に多様な学びの場が生み出され
ています。長年の設計経験に裏付けられたデザインと、
地域文化や環境を読み角料、た新しい試みとが、バランス
良く 実現されています。
工藤教授と東京都市大学教授の堀場弘氏はご夫妻で
設計事務所 「シーラカンス K&HJを主宰されています。
精鋭のスタッフとして東洋大学の卒業生も活躍されて
います。今後も社会的に意義ある建築作品を生み出され
ることを期待し、さらなるご活躍を楽しみにしています。
山鹿市立山鹿小学校外観設計 シーラカンス K刷、録影浅川敏
?
?
* *本祝賀*ホ*
空気調和・衛生工学会の論文賞を受けて
Receiving an award of academic paper from血eSociety ofHeating， Air-Conditioning and Sanitary Engineers of Japan 
今年度 5月に空気調和・衛生工学会より第 54回(平
成28年度)空気調和・衛生工学会学会賞(学術論文部
門)を拝受しました.対象論文は「換気効率指標Net
Escape Veloci勿を用いた不均一空気環境の形成構造
に関する研究Jであり，第 l報~第3報で構成され
ています.本研究は，室内空気環境を評価する新た
な換気効率指標として，室内の局所領域の最小単位
である質点における汚染物質の実質的な換気量を表
す速度スケールNetEscape Velocity (NEV)を開発し
たものであります.Net Escape Velocityは新鮮外気が
室内に流入した後，室内各点(局所領域)に到達する時
間を表す換気効率指標を提案したMatsSandberg先生
(KTH， Sweden)が約20年前に換気効率指標の最終形
として概念のみ示されたものですが，本研究でその
数学的定義と解析法を確立され，その成果を高く評
価していただきました.
NEVは室内質点での汚染物質の輸送への移流と拡
散による影響を総合的に評価可能な指標であり，室
内汚染物質濃度形成構造の深い理解を助ける指標で
あります.我々は，本論文にてNEVの定義を確立し
た上で，単純2次元モデ、ル， 3次元モデ、ル内に形成さ
れる汚染物質拡散場を対象としてNEVを適用する
ことで，その換気制御上の有効性を検討しました.
第 1報では，数値流体力学CFD解析を前提とする
NEVの定義と計算方法を示した上で，単純な2次元
流れ場を対象として RANSモデルによる NEV
NEV;十 ruxolout -Def ~I 1 =与半分布を解析
'I'CV ¥. UA lout ) 例'CV
した結果を報告ししました.それに加えて，局所領
域の汚染物質排出換気量を示すPurgingFlow Rate 
(PFR)との関係を整理した結果を報告しました.
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第2報では， IEA Annex 20のベンチマークテス ト
ケースを対象として， 3次元空間を対象とし異なる気
流性能空間の流れ場・汚染物質拡散場の予測結果と，
Net Escape VelocityならびにPurgingFlow Rateの解析
結果を示すことで， Net Escape Velocityを利用した換
気設計のための基礎データを整理しました.
第 3報では，より現実的な換気システムを対象と
した場合の汚染物質拡散場の解析と NetEscape 
Velocity解析による換気システム評価を試みた結果
を報告しま した.特に産業換気分野で特徴的な換気
装置である，厨房換気における排気フードを用いた
局所排気装置)と， Push-Pull型換気装置を想定した場
合のNetEscape Velocity解析を実施し，その結果を報
告しました.
今後も引き続き室内空気環境問題の改善努めると
ともに，建築分野のみならず様々な社会問題へ関心
を持ち，建築環境工学の専門知識を活かし社会へ貢
献していきたいと考えています.
NEC=コ!._ruxolout -Def矧 1=考包乙
相'CV¥.μゐlout) 'ICV 
図 l 移流と拡散現象による汚染物質の輸送
* * *祝賀***
日本建築学会からの表彰を受けて
Receiving a commendation from the Architectural Institute of Japan 
平成28年8月24日(水)、福岡大学にて開催された
r2016年度日本建築学会大会(九州)Jにて、日本建
築学会奨励賞を拝受しました。この賞は、新進の研究者
による、近年中に発表された独創性・先駆性・萌芽性・
将来性のある建築に関する優れた論文等の業績が対象
です。毎年、約 15件ずつ表彰されています。候補者資
格として 40歳未満であることが謡われていることから、
建築学における若手研究者の登竜門のような位置づけ
にあると言えます。
私の受賞対象となりました研究論文は「発災から仮設
住宅入居までの避難先と移行プロセスに関する研究ー岩
手県における被災市町村と非被災市町村の仮設住宅の
比較からjです。この研究は私の博士論文「東日本大震
災の復興過程における高齢者の居住環境に関する研究j
の一部であり、加筆のうえ再構成したものです。2011
年 3月 11日の東日本大震災発災以来、岩手県に単身滞
在し、一連の調査研究と被災者の居住環境向上の支援活
動に取り組みました。
大規模災害発生後の被災者行動研究は、 1970年代か
ら本格的に行われ、阪神・淡路大震災後に蓄積が進みま
した。建築学だけでなく、心理学や防災といった視点か
らも行われています。災害発生後の一時避難先選択や日出
嵯の避難行動を対象とする研究、体育館や公民館といっ
た避難所の使われ方や運営に関する研究などがありま
す。特に心理学者である木村玲欧氏は被災者の自宅損壊
度と避難先の関係を探求し、公的避難所以外の避難先の
所在を定量的に示した点で先駆的と評されています。
しかし、 1995年に 14.6%であった高齢化率は、 2010
年には23.0%に達しました。人口の高齢化が進み、社会
構造は劇的に変化しています。そのような状況下で起き
た東日本大震災に対し、これまでの研究成果では社会の
-7-
理工学部建築学科冨安亮輔
ニーズ、に満足に対応で、きませんでした。東日本大震災で
は、国が生活支援施策のため被災者の所在を把握する
「全国避難者情報システム」を運用しましたが、その情
報は実態とかけ離れ、活用しづらいものでした。そこで、
実践的な研究知見と引用可能な資料が求められている
と考えたことが、研究の着想です。
本論文は、被災者の震災当日から仮設住宅入居までの
移行プロセスを世帯属性の視点、から解明したものです。
世帯属性とは、単身世帯なのか複数人世帯なのか、高齢
者がいるのかいないのか、という 4類型です。岩手県の
2つの仮設住宅団地(被災市内及び非被災市内)の入居
者に対する訪問面接調査をもとに、これまで明確には把
握されていなかった避難者行動を、避難先の種類(避難
所、親戚、公共施設等)、震災前住所から避難先までの
距離、滞在日数などから記録・分析しました。その結果、
発災から 3週間たつと避難所よりも親戚の家で避難生
活を送る世帯の方が多くなること、近隣に限らず広域に
わたって避難所以外の避難先も含め転居を繰り返しな
がら仮設住宅の入居を待つという個別的で多様な避難
移行プロセスであることが明らかになりま した。さらに、
仮設住宅の選定理由や情報源の検証から、非被災市内の
仮設住宅は被災者の個別の事情に合わせた住まいの選
択肢となっていることが分かりました。
震災から 6年を迎える現在も岩手県を訪れ、被災者の
環境移行による心理的ギャップを低減するため仮設住
宅を災害公営住宅に恒久化するというブロロジェクトを
進めています。これからも引き続き、建築学という枠に
とらわれることなく、防災や高齢者・障害者の居住環境
向上について関心を持ち、専門性を活かして社会貢献し
ていきたいと考えています。
***祝賀*ホ*
島田裕次先生の日本監査研究学会監査研究奨励賞受賞を祝して
Congratulating Prof. Yuji Shimada on Winning the Research Award from Japan Auditing 
Association 
平成27年 9月 11日に、日本監査研究学会賞審査委員
会において、島田裕次教授の論文が監査研究奨励賞に選
定されました。論文のタイトルは「ピックデータ利用を
対象とした監査に関する研究について」で、日本監査研
究学会事務局発行の『現代監査』第25巻に掲載されて
います。
監査研究奨励賞とは、「岩田巌先生の業績を顕彰する
渡謹基金Jに基づくもので、監査研究を奨励し、もって
監査研究の向上発展に資するため、日本監査研究学会会
員の優れた著書・論文を顕彰することを目的とする賞で
す。このような素晴らしい賞を受けられるのも、ひとえ
に島田先生の平素のたゆまぬご努力とご研究の賜物と
お喜び申し上げます。
総合情報学部という多様な専門分野を持つ教員が集
う学部の中で、比較的近い専門分野を持っている島田先
生には、私が赴任して以来、いろいろと相談に乗ってい
ただいてきま した。文系、理系双方に理解がある島田先
生は、 とても頼りになる先輩です。
日頃の島田先生のお姿を拝見しておりますと、とても
お忙しいことが良くわかります。日々の研究に加え、政
府C10補佐官をはじめとする政府のお仕事、民間企業と
の共同研究など、とにかく休むことなく全国を飛び回っ
ていらっしゃいます。
また、学生の指導にもとても力を入れておられます。
学内での勉強だけでなく、学外での活動も学生の向学
心を刺激し、彼ら彼女らの成長を促すというお考えのも
と、 さまざまな企画を立てられ、その都度私にもお声が
けくださるので、私もゼミの学生たちと一緒になって、
なかなか体験できないことをさせていただいておりま
す。
例えば、東京ガスの新宿地域冷暖房センターに連れて
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行っていただいたときは、学生より私の方が写真を多く
撮っていたのではなし、かと思うほど楽しく、興味深い社
会見学をさせていただきま したし、学生が作成した金融
庁ホームページの調査レポート発表会が金融庁で行わ
れたときは、滅多に立ち入ることのできない記者会見場
に足を踏み入れることができました。
東洋大学川越図書館で開催されている「ライブラリー
カフェJのコーディネーターもされており、10月から3
ヶ月に渡り毎月行なわれた「ライブラリーカフェ」では、
実際にグローパルに働いていらっしゃる企業の方々の
貴重なお話を聞かせていただくことができました。
このような企画にご一緒させていただくだけでなく、
同じ環境情報系(システム'情報コース)教員として、「地
域プロジェク ト演習」を共同で担当させていただいてお
りますが、先生の学生への的確な助言と、ところどころ
雑談をはさみつつ進められるご指導は、本当に勉強にな
ります。
さらに、島田先生の就職指導も、学生から絶大の信頼
を集めております。 3年次の秋学期を中心に毎年行われ
る就活ゼミでは、現実社会をよくご存じの島田先生なら
ではの社会人になるための心構えや、就職活動の仕方な
どをお話しくださいますし、島田ゼミ以外の学生のエン
トリーシー ト指導なども進んでお引き受けくださいま
す。
島田先生はいったいいくつお体を持っていらっ しゃ
るのでしょう。
研究と教育、そして社会貢献のすべてを全力で、行って
いらっ しゃる島田先生を心からご尊敬申し上げるとと
もに、島田先生の今後の更なるご活躍とご健康を心より
祈念し、お祝いの言葉とさせていただきます。
j. 
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